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環境省が進める 

放射能汚染土再利用計画を止めよう 
「放射能拡散に反対する会」が抗議声明を手渡し 

  

環境省は福島原発事故による福島県内の除染で生じた放射能汚染土

の再利用という名のバラマキ計画を進めています。汚染土は既に双

葉・大熊両町に広がる中間貯蔵施設に運び込まれ、埋設処理はほぼ完

了しています。それらのうち約 4分の 3にあたる kgあたり 8000Bq

以下の汚染土を全国で道路や線路、堤防等の路盤材、農地造成用資材

として「再利用」する計画です。10トンダンプで 200万台分にもあ

たる膨大な量となります。9月 10日、環境省は IAEAの「除去土壌の

再生利用等に関する専門家会合」最終報告書を発表しました。そもそ

も IAEAは原子力推進機関です。被ばく影響を甘く見積もることで放

射線防護のための設備や人件費負担が減り、原発と核燃料サイクル全

体にかかる莫大なコスト低減となります。このような機関に、まとも

な安全性の判断など期待できるはずもありません。環境省は国際機関

の権威を利用して安全性をアピール、2025年からの本格実施に向け

た準備を進めています。 

フクロウの会も呼び掛け団体として加わっている「放射能拡散に反

対する会」は 11月 18日、参議院議員会館で環境省に対して抗議声明

を読み上げ手渡ししました。抗議声明には 38団体 19個人の賛同があ

りました。 
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フクロウ通信 フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 

第 50号 

2024年 12月 23日 

ni 日 

フクロウの会（福島老朽原発を考える会）のブログ…http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/ 

●フクロウの会は放射能汚染や事故の心配が

なく、放射性廃棄物を生み出さない社会、す

なわち原発のない社会をめざして首都圏で活

動を続けてきた団体です。 

●残念ながら福島で重大な事故が起きてしま

いましたが、事故による人々の被ばくが少し

でも少なく抑えられるよう事故直後から情報

提供、放射能測定プロジェクト、国や自治体

への働きかけなどの活動を行ってきました。 

●そんなフクロウの会の様々な活動を支える

ための会員・サポーター・資金カンパ募集中

です。ご協力いただけますと幸いです。 

【カンパ送り先】 

●ゆうちょ銀行からの振替 

・口座記号番号 

00130-9-655439 

・口座名称（漢字） 

福島老朽原発を考える会 

・口座名称（カナ） 

フクシマロウキュウゲンパツヲカンガエル

カイ 

●他の金融機関からの振込 

・銀行名＝ ゆうちょ銀行 

・金融機関コード ９９００ 

・店番 ０１９ 

・預金種目 当座 

・店名 〇一九 店（ゼロイチキユウ店） 

・口座番号 ０６５５４３９ 

フクロウの会 

（福島老朽原発を考える会） 

公式インスタグラム 
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狙いは日本のみならず世界中で放射性廃棄物の処理基準の大幅緩和 

IAEA 報告では「除去土壌の再生利用に関する先進的な取組」が「他国が参考にできる有益なケーススタデ

ィ」「IAEAとの協力も含め、国際的なフォーラム、出版物、メディアを通じた国際社会への普及が奨励され

る」としています。汚染土再利用の真の狙いは世界中で起こりうる過酷事故の後始末や増加する廃炉処理に

より生ずる汚染廃棄物規制の大幅緩和に他なりません。 

環境省は 8000 Bq/kg以下なら作業員が被ばくしても「年間 1mSv以下であるから問題ない」としていま

す。しかしこの計算は多数の前提条件を組み入れ、無理やり 1mSv以下にしたような代物です。IAEAはこれ

をそのまま認めたのです。 

また報告書は土壌粉じん吸入による内部被ばくリスクに全く触れていません。放射能ごみを一般焼却炉で

燃やす場合の煙突出口でのガイドライン数値を、施工中の工事現場での数値にそのまま適用するという杜撰

なものです。作業員は年間 1ミリ以下の被ばくであるから放射線業務にはあたらず、マスクも線量計も不要

な仕事として行われることになります。微小粉じんは空気中を漂い容易に沈着せず、数キロメートルの範囲

にも拡散します。作業員だけでなく、妊婦、乳幼児、子どもを含む周辺住民にもこの粉じんの吸入リスクは

およびます。 

 

被ばくリスクを受忍せよという、とんでもない「正当化」論理 

ICRP(国際放射線防護委員会)の放射線防護の三原則のひとつに「正当化」原則があります。「放射線を使

う行為は、もたらされる便益が放射線のリスクを上回る場合のみ認められる」というものです。日本政府は

この「正当化」の便益として「福島の復興に役立つ」「福島県との約束で 30年以内には県外処分が必要」

「そのためには減容化が必要」としていますが、それらと汚染土再利用は何の関係もありません。汚染土を

もって来られた地域にとっては汚染の追加であり、何の便益もないことはいうまでもありません。IAEAはこ

れをそのまま「正当化」として認めたのです。「被ばくはできるだけ避ける」から「被ばくは受忍すべき」

という大転換になります。 
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市民・住民との対話をせずゴリ押し 

 環境省は 2022年末、つくば市、所沢市、新宿御苑を「再生利用」実証事業予定地として発表しました。

所沢市や新宿御苑周辺住民を中心に反対運動が立ち上がり、それを中心に「放射能拡散に反対する会」が結

成され精力的に活動して来ました。環境省は同会の質問に対し、新宿御苑予定地を襲った 2024年 8月の集

中豪雨と汚染土流出防止対策について「除去土壌の上部に覆土等をすることとしております」と従来の見解

を繰り返しました。また新宿や所沢での住民説明会では汚染土の下に「遮水シートを敷く」と説明してきま

したが、実際の工事では遮水シートは不要との結論になっていることも明らかにされました。同席した福島

瑞穂参議院議員は（汚染土再利用そのものに反対だが）新宿御苑での実証事業について「止めるつもりはな

いのか」と迫りました。しかし環境省は「計画に変更はない」との発言で押し切りました。宿題となった

「遮水シート不要としたのは、いつ、誰が、どういう根拠で決めたのか」とい

う点については、「溶出試験」や「福島県内の実証事業等における浸透水等の

モニタリング」で排出基準を大きく下回り、環境省の「有識者会議」で了承さ

れたという、通り一片の回答が来ました。8000Bqが現状のクリアランス・レ

ベルである 100Bqになるまで 190年かかります。近年相次ぐ集中豪雨、大規

模な堤防決壊、洪水、土砂崩れなど、日本国中でどこでも起こりうる状況で

す。環境省の結論ありきの回答は全く説得力を持たないことは明らかです。 

 

省令改正のパブコメに反対意見を集中しよう 

 「放射能拡散に反対する会」は 12月 17日（火）院内集会（ハイブリッド）を開催し、リアル参加約 50

名、オンライン参加 110名、合計約 160名が参加しました。また国会議員 8名も参加、なんとしても汚染土

の再利用を止めようという意気の揚がるものになりました。当日の録画及び資料等はフクロウの会ブログで

見ることができます。 

 

♪フクロウの会ブログ 

http://fukurou.txt-nifty.com/fukurou/2024/12/post-8b7d7d.html 

またはこちらから→   

 

 

 

♪「放射能拡散に反対する会」の抗議声明はこちらから

http://chikurin.org/wp/?p=7308 

 

 

 

講師依頼受付中 
通信に載っているこの話、もっと詳しく聞いてみたい！学習会を開催したい！ 

そんな時もお気軽にお問い合わせください 

お問い合わせ先は巻末をご覧くださいね 
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能登半島地震と原発避難問題～志賀原発・防災訓練の視察と検証～ 

現実と乖離した訓練・孤立集落から避難はできない 
 

11 月 24・25日の日程で、原子力規制を監視する市民の会と国際環境 NGO FoE Japanの合同企画とし

て、能登半島地震と原発避難問題をテーマに、志賀原発の原子力防災訓練の視察（24日午前）と能登の被災

現地の調査活動（24・25日）を行いました。柏崎刈羽原発の地元からも参加がありました。珠洲市の北野進

さんに２日間にわたりご同行・ご案内いただきました。 

石川県と関係市町主催の訓練は、午前 7時に志賀町で震度 7 の地震が発生、11時ごろまでに放射性物質を

放出する重大事故が発生する想定で行われました。住民の参加はなく、県や市町の職員が住民役を行ってい

ました。能登半島地震を踏まえ、孤立集落

を想定した複合災害対応訓練を行うとし、

地震で被災と想定した奥能登方面から金沢

方面に避難先を変更する訓練、放射線防護

施設が使えない想定で原子力防災用エアテ

ントを広げる訓練、モニタリングポストが

一部使えない想定で無人機を用いたモニタ

リング訓練、孤立集落の発生を想定した空

路による避難訓練などが行われました（海

路は中止）。しかし、視察をしてみると、

調査で見聞きした能登半島地震の現実から

何も学んでいない、ご都合主義の訓練でし

た。原子力防災用エアテントや無人機の訓

練に至っては業者の売り込みの場となって

いました。 

 

＜訓練の想定＞ 

7：00 志賀町で震度７を観測する地震発生（警戒事態）…オフサイトセンター立上げ 

8：30 志賀原発で炉心注水機能一部喪失（施設敷地緊急事態）…PAZ要支援者避難 

9：30 志賀原発で炉心注水機能全喪失（全面緊急事態）…PAZ住民避難 UPZ屋内退避 

11：00ごろ 放射性物質放出・北側で基準を超える放射線観測…UPZの一部避難 

 

◆孤立集落問題…原発の近傍で孤立集落が生じる想定なし 

能登半島地震では、奥能登を中心に最大 24集落、約 3,300 人が孤立しました。その後、2024年 9月の豪

雨では 115集落が孤立しました。訓練視察のポイントの一つは、こうした奥能登の状況が志賀原発周辺で生

じる想定をしているのかどうかでした。 

しかし、訓練のシナリオは、原発から 20キロ以上北側の輪島・奥能登方面で地震被害が生じ、UPZ（5～

30キロ圏）の１地点だけで孤立集落が発生したというもので、原発の近傍及び南側では孤立集落はなく、道

もすべて通れるというものでした。オフサイトセンターにおいて、8時 30分の施設敷地緊急事態を受けて 8

時 50分に開かれた会議でも、PAZ（5キロ圏）では道路の閉鎖箇所なしとの報告が行われていました。 
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◆孤立集落問題…山道を登らないと避難できない海辺の集落 

志賀原発の近傍 1.5キロ北側で PAZの福浦地区は海辺の集落ですが、

山が海にせり出した地形で、丘の上を走る幹線道路まで少し山道を登らな

ければなりません。高齢者などは車がないと避難は難しいでしょう。複数

のルートはあるのですが、珠洲原発予定地だった珠洲市高屋地区では能登

半島地震により海沿い、山越えの４つあるルートがすべて塞がれて孤立集

落となりました。複数あればよいというものではありません。 

（写真：珠洲市高屋地区にある園龍寺 11/25許可を得て撮影） 

 

◆孤立集落問題…PAZ では事前避難が必須 

PAZの場合、放射能レベルが高いので一般の避難所に屋内退避

ではだめで、事故により放射能が放出されるまでの短時間に避難

を終えていなければなりません。地区は旧福浦小学校（写真）が

一時避難所となっているのですが、丘の上の幹線道路沿いに立地

しており、山道を登らなければなりません。 

旧福浦小学校には放射線防護施設が設置されていました。一部

の部屋を気密状態にして、そこに陽圧化装置という装置によりフ

ィルターで浄化した空気を送り込み、内部の気圧を高めることに

よって放射能の侵入を防ぐようにした施設です。しかし、能登半

島地震の際には被災して使えませんでした。仮に使えたとしても、避難ができない要支援者用の施設であ

り、収容人数が限られており、地区全員を収容することはできません。 

変動地形学者は富来川南岸断層が原発のすぐ沖の海底まで延びている可能性を指摘しています。原発敷地

付近で、奥能登と同様の揺れと隆起が生じる可能性は十分にあり、そのような想定をしないと意味がありま

せん。 

 

◆孤立集落問題…能登半島地震で使えなかったヘリや船舶による訓練 

訓練では孤立集落対策として、原発から 25キロ北にある門前高校から住民をヘリコプターで原発の南側

に搬送し、そこからバスで退域時検査所に運ぶ訓練が行われました。しかし、能登半島地震では、孤立集落

にヘリが行っても降りる場所がないという状況が生じました。集落全体が孤立した場合にヘリの輸送で間に

合うのかといった問題もあります。 

また、原発から９キロほど北にある富来漁港を孤立集落の港と見立

て、海上保安庁の船舶で移動し、沖合の海上自衛隊船舶に乗り換え

て金沢港に搬送する訓練も行われる予定でした。当日は晴天で波も

穏やかだったのですが、前日が荒天で船舶の移動ができず、訓練は

中止となりました。冬の日本海では船舶が使える日は限られていま

す。能登半島地震では隆起により港が使えませんでした（写真は激

しい隆起により干上がった輪島市門前町深見漁港）。ヘリや船舶が

使えるという前提が甘いのではないでしょうか。 
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◆「屋内退避徹底」の指示が被害を拡大するおそれ 

オフサイトセンター（写真）では 9時 30分の全面緊急事態により、

UPZ（5～30キロ圏）で屋内退避徹底の指示があった。しかし能登半島地

震では屋内に留まっていた方が余震や土砂崩れで亡くなるケースが多くあ

ったと聞きました。屋内退避の徹底が被害を拡大する可能性はないのでし

ょうか。 

 

◆放射線防護施設…地震で被災し PAZ の施設はすべて使用不可に 

能登半島地震では志賀原発周辺にある 20の放射線防護施設のうち、PAZにある３つある施設すべてと

UPZの一部施設が被災して使えませんでした。 

調査に入った原発から 7キロほどの志賀町文化ホールは、3階の３部屋の区画が気密扉で囲われ、窓側に

は鉛の入ったカーテンがありました。陽圧化装置は別の部屋いっぱいにダクトとフィルターと操作パネルが

ありました（写真）。案内にあたった施設の方は問題なく使えるはずだ

と言っていましたが、調査の際、気密扉を出すための扉が開きませんで

した。また、別の部屋は壁にひび割れがあり、施設そのものの耐震性に

ついても調査中でした。100人の収容が可能で、３日間の備蓄があると

いいますが、孤立により 100人を超える人が来た場合にどうするので

しょうか。また、３日間を超えて避難が必要になる場合にどうするのか

といった問題もあります。 

 

◆放射線防護施設…訓練は原子力防災用エアテントの売り込みの場に 

訓練では、放射線防護施設が使えない前提で、原子力防災エアテントの展開訓練が行われました。小学校

の体育館の中で二つの業者がエアテントを膨らませるデモンストレーションを行っていました。簡易的な陽

圧化装置を接続して浄化した空気を送り続けると説明がありました。そこに馳浩知事がやってきて、軽い調

子で「これはいくらなの？」「安いね」「買ったらどお？」といった会話があり、現場は売り込みの場にな

っていました。値段は 300万円と 500万円。2億円の施設に比べると確かに安いのですが、果たしてこれで

代わりになるのか？フィルターの性能は？鉛のカーテンの代わりは？

陽圧化装置の保管場所の耐震性は？収容人数が少ないのではないか？

どこにどうやって運ぶのか？疑問は尽きません。 

業者に話を聞くと、競争相手の製品の弱点として、テントを膨らま

せる空気はフィルターを介していないので汚染した空気で膨らませな

ければならない場合も出てくると話していました。 

 

◆無人機を使った放射線モニタリング訓練も業者の売り込みの場 

能登半島地震でモニタリングポストが使えなくなったことから、無人機を使った緊急モニタリングの訓練

が実施されました。こちらもドローン業者によるデモンストレーションの場でした。日本製無人ヘリ、ラト

ビア製無人航空機、中国製ドローンの３つだったのですが、このうちラトビア製無人航空機は軍事用の殺人

兵器で、イスラエル空軍から受注があったと自慢げに話すのが非常に腹立たしく気持ち悪く感じました。 
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◆退域時検査…これで被ばくを見つけるのはとても無理 

退域時検査の訓練は、車の外からタイヤとワイパーの測定、基準を超え

れば代表者の測定、代表者が基準を超えれば全員の測定という手順で行わ

れました。車の除染はウェットティシュによるふき取りだけでした。人の

測定は、ガイガーカウンターを外からあてて、手の平か手の甲のどちらか

で基準を超えれば、その部分だけをウェットティシュでふき取り、もう一

度測って通過証がもらえるというものでした。車だけの測定で中の人の全

員の被ばくを判断するのは無理があるし、人の測定にしても、被ばくの状

況はとても把握できないと感じました。 

 

能登半島地震によって生じた孤立集落問題、避難できない現実、屋内退避で命を落とす危険は、複合災害

の恐ろしさを改めて示しました。同じ状況が全国の原発で問題になりますが、対策は取られていません。こ

うした状況で原発の稼働・再稼働を進めるべきではないのは当然のことです。 

しかし 12月 17日に経済産業省が公表した次期エネルギー基本計画の原案では、2011年の福島第一原発

事故以来維持されてきた、原発について「可能な限り依存度を低減する」との記述が削除され、逆に最大限

活用する方針が示されています。複合災害への対策も取られていない中で、現実の危険を無視し、国民の生

命を軽視したものと言えます。第二第三の原発事故を防ぎ、複合災害を回避するためにも原発の稼働・再稼

働に反対の声を上げていきましょう。 

 

リネン吸着法の吸着メカニズム解析と絶対値評価 
福島県双葉町でリネンとエアダストサンプラ―を設置して現場データの収集回収 
 

フクロウの会放射能測定プロジェクトがちくりん舎と共同で新たな課題を進めていることは前号で報告し

ました。大きな目標は①リネン吸着法がセシウムを含む微小粒子を吸着するメカニズムを定量的・科学的に

明らかにすること、②リネン吸着法測定結果から直接に大気中セシウム粉じん濃度が計算できるようにする

こと、の 2点です。 

 

（１）リネン吸着法の吸着スピードの基礎データ収集 

10月から 11月にかけてちくりん舎内に、簡易的な実験ボックスを作り、その中にリネンを設置しま 

した。写真１が実験ボックスの外観です。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 実験ボックスの様子 

吸気口にはファンがついており、一定量の外部の空気を送り込んでいる。 

パーティクル・カウンタ(排気側) 

パーティクル・カウンタ（吸気側） 

吸気口 
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写真では良く見えませんが排気側にもパーティクル・カウンタが付いています。吸気口側から、粉じん(蚊

取り線香煙、布製スリッパを叩く等)で一定量の粉じんを入れ、吸気側、排気側で、0.3μmから 10μmまで

の 6段階の粒径別の粒子個数を測定します。吸気側と排気側で粒径別の粒子個数を測定することで、リネン

に吸着された粒子の個数が判ります。風量や設置リネン枚数などを変えて、基礎データをとることが出来ま

した。 

 

（２）福島県双葉町に実験ボックス等を設置、テスト測定を開始 

11月下旬に、双葉町の中間貯蔵施設北側（フクイチから直線距離で 2㎞程度）の場所に、実験ボック

ス、エアダストサンプラ等を設置しました（写真 2）。12月下旬に回収します。実験ボックス内のリ

ネンと、屋外に吊るしたリネン、エアダストサンプラのフィルタの捕捉セシウム量をちくりん舎のゲル

マニウム半導体測定器で測定して分析します。実際の分析は年明けの予定です。どんな結果がでるか、

期待一方で不安もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 双葉町での実験ボックス、エアダストサンプラ、リネン（屋外設置）の様子 

フクロウの会 会員・サポーター募集中 

会費 会員 6000円/年  サポーター1000円以上/年 

集会でのスタッフやパンフ作成のご協力など一緒に活動していただける方を募集しています 

お問い合わせ・お申し込み先 TEL：03-5225-7213 FAX：03-5225-7214  

   Email：fukurounokai@gmail.com  

屋外設置リネン 

（通常のリネン吸着法と同じ） 

エアダストサンプラ 

木箱の中に写真 1 の 

リネン設置済み実験ボックスが

入っている 


